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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人産業環境管理協会（JEMAI）か

ら，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，

経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格       JIS 
 Z 7152：2013 
 (ISO 13271：2012) 

バーチャルインパクタによる排ガス中の

PM10/PM2.5 質量濃度測定方法 
Determination of PM10/PM2.5 mass concentration in flue gas by use of 

virtual impactors 
 

序文 

この規格は，2012 年に第 1 版として発行された ISO 13271 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考情報は，対応国際規格を変更している事項であ

る。また，この規格の附属書 JA は，対応国際規格にない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，2 段バーチャルインパクタを用いて排ガス中の PM10 及び PM2.5 の質量濃度を煙道，煙突，

ダクトなどにおいて測定する方法について規定する。この測定方法は，特に排ガス中の粒子質量濃度の測

定に適している。また，反応性の高い物質（例えば，硫黄，塩素，硝酸など）が共存し，高温で，水蒸気

を多く含む排ガスの場合においても使用できる。この規格は，高いダスト濃度に適用できる。粗粒子は，

ノズルで分離されるため，捕集粒子の跳返り及び再飛散が起きず，ダスト濃度が高い場合においてもほと

んど障害なく適用できる。 

ただし，この規格は，総ダスト質量濃度測定には適用できない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 13271:2012，Stationary source emissions－Determination of PM10/PM2,5 mass concentration in 

flue gas－Measurement at higher concentrations by use of virtual impactors（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS Z 8808 排ガス中のダスト濃度の測定方法 

ISO 7708:1995，Air quality－Particle size fraction definitions for health-related sampling 

ISO 20988:2007，Air quality－Guidelines for estimating measurement uncertainty  

ISO 23210:2009，Stationary source emissions－Determination of PM10/PM2,5 mass concentration in flue gas

－Measurement at low concentrations by use of impactors 


